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①
宇
津
戸
下
仮
屋
臭
気
問

題
に
つ
い
て

現
地
調
査
　
宇
津
戸
の
下

仮
屋
集
会
所
に
出
向
き
、

地
元
対
策
協
議
会
長
外
４

名
よ
り
経
過
と
現
状
に
つ

い
て
説
明
を
聞
く
、
こ
の

地
区
に
は
７
箇
所
の
事
業

所
が
集
中
し
て
お
り
他
地

域
か
ら
搬
入
さ
れ
て
い
る

物
も
あ
る
。
Ｒ
Ｄ
Ｆ
施
設

建
設
時
に
は
甲
山
町
長
と

公
害
防
止
協
定
の
制
定
、

行
政
窓
口
の
一
本
化
、
５

町
以
外
の
ゴ
ミ
を
受
け
入

れ
な
い
事
な
ど
を
含
む
11

項
目
の
「
覚
書
」
を
締
結
。

３
町
合
併
と
同
時
に
県
条

例
に
よ
る
臭
気
指
数
を
導

入
し
て
の
臭
気
規
制
地
域

に
指
定
さ
れ
「
世
羅
町
宇

津
戸
下
仮
屋
地
区
公
害
対

策
委
員
会
」
と
し
て
、
会

費
徴
収
、
会
則
制
定
し
て

年
２
回
の
現
地
視
察
な
ど

活
動
し
て
い
る
。
こ
の
臭

気
問
題
は
指
数
に
こ
だ
わ

ら
ず
解
決
し
て
欲
し
い
と

地
元
の
要
望
で
あ
る
。
こ

の
対
策
に
は
、
費
用
と
施

設
改
善
に
向
け
た
具
体
的

な
動
き
と
指
導
が
必
要
で

あ
り
地
元
対
策
委
員
会
と

事
業
所
、
行
政
の
３
者
が

共
通
の
土
俵
で
協
議
す
る

必
要
が
あ
る
。

②
古
紙
回
収
に
つ
い
て

「
平
成
17
年
度
は
予
算

と
古
紙
の
量
か
ら
判
断
し

て
隔
月
で
収
集
す
る
予

定
、
今
後
は
処
理
業
者
２

社
、
町
内
１
社
に
対
し
て

入
札
参
加
を
要
請
し
て
い

る
。」
と
の
説
明
が
あ
り
、

委
員
か
ら
は
「
住
民
は
既

に
収
集
場
所
で
な
く
有
料

で
回
収
す
る
業
者
へ
直
接

持
込
を
す
る
方
も
あ
り
、

行
政
の
コ
ス
ト
意
識
と
住

民
意
識
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
り
、
収
集
方
法
は
再
検

討
を
要
す
る
。」
と
い
う

意
見
が
出
た
。

③
ゴ
ミ
収
集
費
用
に
つ
い

て
12
月
に
お
い
て
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
ゴ
ミ
袋

の
無
料
化
に
つ
い
て
は
、

「
無
料
化
に
す
る
と
分
別

収
集
を
阻
害
し
、
ゴ
ミ
の

量
を
増
や
す
こ
と
に
な

る
。」
と
委
員
の
共
通
の

認
識
で
不
採
択
と
決
し

た
。
当
町
の
収
集
費
用
は

近
隣
町
市
と
の
差
が
大
き

く
担
当
課
か
ら
納
得
の
い

く
説
明
が
出
さ
れ
な
か
っ

た
。
積
算
根
拠
が
定
か
で

な
く
納
得
で
き
な
い
部
分

が
多
い
。「
予
算
に
大
き

く
影
響
し
て
い
る
状
態
で

い
て
調
査
、
な
お
合
併
協

議
で
は
、
平
成
18
年
度
か

ら
給
食
費
、
給
食
形
態
の

統
一
を
図
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

③
陳
情
審
査
に
つ
い
て

(1)
陳
情
10
件
で
委
員
全
員

慎
重
に
調
査
し
審
査
し

た
。
な
お
、
12
月
議
会
で

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
る

要
請
書
が
本
委
員
会
に
お

い
て
も
結
論
を
得
る
こ
と

が
難
し
く
、
継
続
審
議
と

し
た
。

■
宇
津
戸
地
区
臭
気
問
題
の
解
決
に
む
け
て

■
ゴ
ミ
収
集
費
用
の
削
減
に
務
め
る

財
政
難
対
応
は
職
員
給
与
カ
ッ
ト
か
ら

①
組
織
、
機
構
の
事
務
調

査総
務
課
長
へ
の
事
務
調
査

（1）
職
員
給
与
カ
ッ
ト
と
組

合
交
渉
確
認
書
に
つ
い
て

給
与
条
例
表
中
１
級
２

級
は
２
％
、
３
級
４
級
は

３
％
、
５
級
は
４
％
、
６

級
７
級
は
５
％
を
減
じ
た

額
に
。

（2）
退
職
者
数
と
退
職
金
の

額
に
つ
い
て
。
平
成
16
年

９
月
30
日
、
６
億
２
千
２

百
万
円
余
。
平
成
17
年
３

月
末
退
職
は
５
名
の
予

定
。

(3)
課
長
補
佐
の
業
務
明
細

に
つ
い
て
。
現
在
８
名
。

事
務
内
容
調
査
。

②
学
校
給
食
に
つ
い
て
の

事
務
調
査

(1)
３
箇
所
の
給
食
セ
ン
タ

ー
を
現
地
調
査
し
た
。

甲
山
給
食
セ
ン
タ
ー

職

員
９
名
　
１
日
当
り
６
３

３
食
調
理

世
羅
給
食
セ
ン
タ
ー

職

員
13
名
　
１
日
当
り
１
０

０
５
食
調
理

せ
ら
に
し
給
食
セ
ン
タ
ー

職
員
６
名
　
１
日
当
り
３

２
０
食
調
理

(2)
そ
の
他
、
地
産
地
消
に

伴
う
食
材
の
供
給
、
米
飯

給
食
、
給
食
費
、
人
事
体

制
、
職
員
状
況
な
ど
に
つ

の
予
算
化
に
は
納
得
で
き

な
い
。」「
し
っ
か
り
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。」「
ゴ

ミ
の
問
題
は
古
紙
回
収
な

ど
担
当
課
だ
け
で
考
え
な

い
で
企
画
情
報
課
の
自
治

振
興
と
の
絡
め
て
検
討
す

べ
き
。」
な
ど
出
た
。
今

回
の
意
見
を
尊
重
す
る
よ

う
に
強
く
要
請
を
し
た
。

急がれる臭気対策

給食風景
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■
採
択
と
な
っ
た
も
の

◎
町
内
印
刷
業
者
の
入
札
参
加
に
つ
い
て
の
陳
情

提
出
者

㈲
コ
レ
キ
チ
印
刷
所
　
代
表
　
是
光
潔
己

㈲
マ
ツ
ダ
印
刷
所
　
代
表
取
締
役
　
松
田
松
子

㈲
オ
フ
ィ
ス
リ
ン
デ
ン
　
代
表
　
瀬
尾
陽
子

◎
甲
山
小
学
校
体
育
館
建
て
替
え
に
つ
い
て
の
要
望

提
出
者
　
甲
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
森
田
英
子

甲
山
小
学
校
安
全
育
成
委
員
長
　
石
丸
博

◎
世
羅
町
合
併
に
と
も
な
う
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
に
対
す
る
町

行
政
の
ご
支
援
と
ご
理
解
に
つ
い
て
陳
情

提
出
者
　
世
羅
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
本
部
長
　
新
谷
佳
敬

世
羅
西
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
　
上
中
恭
男

甲
山
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
本
部
長
　
舛
谷
晴
通

◎
成
人
式
の
開
催
日
変
更
に
関
す
る
要
望

提
出
者
　
甲
山
町
商
工
会
　
会
長
　
山
平
正
登

世
羅
町
商
工
会
　
会
長
　
松
尾
義
和

世
羅
西
町
商
工
会
　
会
長
　
佐
々
木
毅

◎
安
全
で
安
心
な
世
羅
町
づ
く
り
に
関
す
る
要
望

提
出
者
　
世
羅
郡
防
犯
組
合
連
合
会
　
会
長
　
黒
木
實

◎
安
全
で
安
心
な
世
羅
町
づ
く
り
に
関
す
る
要
望

提
出
者
　
甲
山
警
察
署
協
議
会
　
会
長
　
井
口
清
紀

◎
教
育
関
係
予
算
の
確
保
そ
の
他
に
つ
い
て
要
望

提
出
者
（
社
）
広
島
県
教
育
会
世
羅
支
部
　
会
長
　
黒
木
武
彦

◎
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
の
要
望

提
出
者
　
世
羅
町
立
甲
山
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
安
石
英
二

◎
町
内
業
者
へ
の
工
事
・
委
託
・
物
品
等
の
発
注
に
つ
い
て
請
願

提
出
者
　
世
羅
町
商
工
会
　
会
長
　
松
尾
義
和

■
不
採
択
と
な
っ
た
も
の

◎
家
庭
ゴ
ミ
の
収
集
を
無
料
に
す
る
こ
と
求
め
る
請
願

■
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

◎
三
位
一
体
改
革
に
お
け
る
国
土
保
全
施
策
（
治
山
事
業
）
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
の
陳
情

◎
「
憲
法
改
善
反
対
」
意
見
書
採
択
を
求
め
る
要
望

◎
野
球
専
用
球
場
（
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
）
の
建
設
に
つ
い
て
要
請

●
進
捗
状
況

甲
山
Ｉ
・
Ｃ
以
南
で

は
、
80
％
の
工
事
発
注
が

終
り
、
落
札
企
業
と
の
工

事
に
つ
い
て
の
地
元
説
明

会
が
３
月
中
旬
か
ら
４
月

下
旬
に
相
次
い
で
行
わ
れ

た
。
甲
山
Ｉ
・
Ｃ
以
北
に

つ
い
て
は
17
年
度
中
に
、

最
終
用
地
測
量
、
土
地
単

価
発
表
を
行
い
、
秋
頃
よ

19

り
補
償
交
渉
を
進
め
る
予

定
。

●
大
規
模
農
道
に
第
２

Ｉ
・
Ｃ
は

国
交
省
に
一
度
提
示
し

て
い
る
が
、
ま
ず
本
線
の

完
成
が
先
で
あ
る
と
考
え

㈱
セ
ラ
ア
グ
リ
パ
ー
ク

の
株
主
総
会
、
取
締
役
会

議
が
２
月
７
日
に
開
催
さ

れ
新
体
制
が
決
ま
っ
た
。

代
表
取
締
役
社
長

山
口

寛
昭
氏
（
世
羅
町
長
）、

監
査
役

久
保
正
道
氏

（
世
羅
町
収
入
役
）、
代
表

取
締
役
副
社
長

小
西
新

太
郎
（
小
西
酒
造
㈱
代
表

■
選
任
同
意

町
長
か
ら
選
任
同
意
が

求
め
ら
れ
同
意
い
た
し
ま

し
た
。

◎
人
権
擁
護
委
員

福
永
信
子
氏
が
、
議
会

の
同
意
を
得
て
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

甲
山
Ｉ
・
Ｃ
以
北
、

17
年
度
か
ら
補
償
交
渉
へ

山
口
町
長代

表
取
締
役
社
長
に
就
任

取
締
役
社
長
）、
取
締
役

金
尾
則
満
氏
（
世
羅
町
助

役
）、
取
締
役

園
田
正

彦
氏
（
三
井
物
産
戦
略
研

究
所
）、
監
査
役

野
々

村
孝
志
氏
（
㈱
ダ
イ
ナ
ッ

ク
）、
監
査
役

山
野
史

雄
氏
（
小
西
酒
造
㈱
）

な
お
、
取
締
役
、
監
査

役
の
就
任
は
個
人
と
し
て

の
就
任
で
あ
る
。
年
間
の

管
理
運
営
費
は
㈱
セ
ラ
ア

グ
リ
パ
ー
ク
と
ワ
イ
ナ
リ

ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
フ
ァ

ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
と

契
約
を
し
３
千
３
百
万
円

か
ら
３
千
５
百
万
円
の
固

定
費
と
し
売
上
げ
が
超
え

た
ら
一
定
の
割
合
で
上
乗

せ
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ

ー
ケ
ッ
ト
部
門
に
つ
い
て

は
、
売
上
げ
高
か
ら
15
％

程
度
の
予
定
で
、
共
通
経

費
と
し
て
約
50
万
円
程
度

の
負
担
を
見
込
ん
で
い

る
。

て
要
望
と
ま
で
に
は
い
た

っ
て
い
な
い
現
状
が
あ

る
。
総
工
費
が
い
く
ら
に

な
る
か
に
つ
い
て
は
、
概

算
で
４
億
〜
５
億
と
予
定

し
て
い
る
が
、
将
来
的
展

望
に
た
っ
た
時
、
設
置
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
。
今

後
大
事
な
問
題
な
の
で
、

十
分
に
調
査
し
、
多
く
の

方
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
関
係
機
関
と
の
交
渉

を
前
向
き
に
進
め
て
行
き

た
い
。

陳情と請願�陳情と請願�

人

事

上部工を待つ橋脚部
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「お茶を楽しむ会」 会員11名
宇津戸　会長　内海　一枝

発
足
し
て
ま
だ
３
ヶ
月
余
り
、

会
の
な
ま
え
は
気
軽
に
お
茶
を
愛

す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
『
お

茶
を
楽
し
む
会
』
と
し
ま
し
た
。

桜
の
満
開
の
下
で
何
が
起
き
る

の
か
保
育
園
児
の
い
さ
さ
か
緊
張

し
て
こ
わ
ば
っ
た
顔
が
又
た
の
も

し
く
も
あ
る
。
顔
一
杯
の
大
き
な

お
茶
わ
ん
が
お
も
た
く
て
も
、
園

長
先
生
の
優
し
い
笑
顔
で
ほ
っ
と

一
息
。
会
長
の
内
海
一
枝
様
に
お

聞
き
し
ま
し
た
。

「
お
茶
の
基
本
理
念
に
は
「
和
敬

静
寂
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

保
育
園
児
と
共
に
一
服
の
お
茶
を

飲
む
こ
と
を
通
じ
て
、
人
と
人
の

交
わ
り
を
深
め
て
、
お
互
い
に
尊

重
し
合
い
、
相
手
を
思
い
や
り
理

解
し
合
う
誰
で
も
が
持
っ
て
い
る

「
和
敬
静
寂
」
の
精
神
を
呼
び
起

こ
す
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。
お

茶
を
通
じ
て
こ
れ
が
理
解
で
き
る

様
に
な
れ
ば
す
ば
ら
し
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
は
な
ご
や
か
に

気
軽
に
お
茶
を
愛
す
る
こ
と
、
お

茶
を
楽
し
む
こ
と
か
ら
頑
張
っ
て

み
よ
う
と
思
っ
て
ま
す
」
と
話
さ

議
会
だ
よ
り
せ
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
回
答
　
39
通

①
議
会
に
関
心
が
あ
り
ま
す
か

あ
る
34（
86
％
）

少
し
あ
る
４
（
11
％
）

②
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
い
ま
す
か

読
ん
で
い
る
35（
88
％
）

時
々
読
む
３
（
８
％
）

③
読
み
や
す
い
で
す
か

ま
あ
ま
あ
21
（
50
％
）

読
み
や
す
い
10（
28
％
）

読
み
に
く
い
２
（
５
％
）

感
じ
な
い
４
（
11
％
）

④
内
容
は
ど
の
程
度
読
み
ま
す
か

全
部
読
む
28（
69
％
）

見
出
し
だ
け
読
む
２
（
５
％
）

興
味
あ
る
記
事
だ
け
読
む
８
（
22
％
）

３
月
定
例
会
、
21
日
間
の

会
期
で
71
議
案
を
審
議
し
ま

し
た
。
３
町
合
併
し
て
新
生

世
羅
町
と
な
り
、
初
め
て
の

平
成
17
年
度
一
般
会
計
予
算

１
１
５
億
２
千
万
円
も
可
決

成
立
し
終
了
し
ま
し
た
。
大

変
厳
し
い
財
政
状
況
で
予
算

は
も
と
よ
り
議
案
も
一
定
の

整
理
を
し
た
改
廃
案
件
で
あ

り
ま
し
た
。
中
に
は
取
り
下

げ
に
な
っ
た
議
案
も
あ
り
問

題
を
先
送
り
し
た
感
も
あ
り

ま
す
。
予
想
を
越
え
た
財
政

難
ま
た
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え

た
議
案
が
町
民
に
ど
こ
ま
で

理
解
し
受
け
入
れ
ら
れ
る
か

が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。
問
題
を
山
積
し
て
の
新

町
の
船
出
で
あ
り
ま
す
。
行

政
や
職
員
、
議
会
と
し
て
も

正
面
か
ら
問
題
の
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

「
議
会
だ
よ
り
せ
ら
」
１
号

で
ア
ン
ケ
ー
ト
の
企
画
を
し

た
と
こ
ろ
た
く
さ
ん
の
方
の

御
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
ご

指
摘
な
り
ご
意
見
は
今
後
広

報
に
生
か
す
所
存
で
あ
り
ま

す
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
広
報
委
員
６

名
は
２
月
に
全
国
広
報
研
修

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
よ
り

良
い
広
報
の
作
成
に
一
層
努

力
い
た
し
ま
す
。

（
仙
光
）

新町となり創刊号を発刊いたしましたが、
一部豊田勲氏の名前が薫となっておりまし
た。また他4件の誤字がございましたことを
訂正しお詫びいたします。

・委 員 長／小川信晃
・副委員長／仙光保喜
・委　　員／松本・末盛・田坂・松浦

せ
ら
議
会
だ
よ
り
【
3
月
定
例
会
】

■
発
行
／
世
羅
町
議
会
議
長
　
後
藤
審
三
郎
　
■
編
集
／
広
報
広
聴
調
査
特
別
委
員
会
　
■
事
務
局
／
広
島
県
世
羅
郡
世
羅
町
大
字
西
上
原
一
二
三
番
地
一
　
1
0
8
4
7
・
2
2
・
4
5
１
１

議会広報調査
特別委員会

お
詫
び
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議会を傍聴してみませんか�議会を傍聴してみませんか�

無線放送でお知らせします。�

次回定例会は6月です�

桜桜
満満
開開
のの
下下
でで
保保
育育
園園
児児
とと
共共
にに
茶茶
会会

れ
ま
す
。

た
し
か
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

な
く
な
っ
た
今
の
世
、
人
間
同
士

は
も
ち
ろ
ん
、
自
然
界
す
べ
て
の

も
の
に
対
す
る
思
い
や
り
、
い
た

わ
り
、
尊
敬
の
念
を
持
つ
こ
と
に

よ
っ
て
、
譲
り
合
う
気
持
ち
が
生

ま
れ
、
和
が
保
た
れ
穏
や
か
な
気

持
ち
で
い
ら
れ
る
心
、
茶
道
を
通

じ
て
自
分
を
深
め
る
事
の
大
事
さ

を
し
み
じ
み
味
わ
わ
せ
て
い
た
だ

い
た
訪
問
で
し
た
。
会
の
ま
す
ま

す
の
発
展
に
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い

の
応
援
コ
ー
ル
を
送
り
、
取
材
を

終
え
ま
し
た
。
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